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平成２４年度・２５年度

世田谷区教育ビジョン推進研究開発校
研究主題：ICTを活用した授業の改善

ＩＣＴ研究
先進校

情報機器を効果的に活用
した授業作り

～算数科を中心にして～
（昨年度研究発表）

弦巻小学校

研究成果
ノウハウ

駒沢小学校
三軒茶屋小学校

駒沢中学校



駒沢中学校の研究

研究主題

生徒の学習意欲と学力向上のための

指導のあり方

－授業におけるICTの効果的な活用の研究－

研究する教科等

国語、社会、数学、理科、音楽、美術

保健体育、技術・家庭、英語

※道徳、教科「日本語」



ICTの効果

中川一史 日本視聴覚教育協会 改編

１ 関心・意欲を拡充する
２ 繰り返しにより理解を補完する
３ 焦点化により、知識を補完する
４ 拡大提示により、イメージ化を助ける
５ 共有化により、話し合い活動を活性化する
６ 視覚化により、思考を深化させる

直接的効果

７ 授業準備が軽減される
８ 本時の目標を追求するための時間を確保できる

間接的効果



ICTの特性
長所（をいかす） 短所（を補完する）

黒板 ・板書（学習内容、思考の
履歴など）を残せる

・臨機応変に記録できる
・提示物（カードなど）を

自由に移動できる
・提示面が広い
・教員の板書速度と生徒が

ノートに書き写す速度が
ほぼ同じ

・複雑な図などは相応な技術と
時間が必要

・板書している間、生徒を把握
しにくい

・習熟度が十分でない生徒は
集中力が持続しない傾向が
ある

・拡大コピーなどは見にくく、
準備に時間がかかる

スクリ
ーン
画面
（ICT）

・生徒と向き合いながら展開
できるので、生徒を把握し
やすい

・板書する時間を短縮できる
ので活動時間を確保できる

・写真や図などの準備がしや
すく時間を短縮できる

・アニメーションや動画を
提示でき、わかりやすく、
考え方を共有できる

・前の提示が消えるので、残し
ておく必要がある学習内容を
どう取り扱うか、明確にして
おく必要がある（板書計画）

・提示面が狭い
・臨機応変に内容を変えにくい
・展開のスピードが速くなり

がち

併
用



授業での活用

導入 展開 まとめ・終末

学習に対する
興味・関心を
高め、注目さ
せる

授業の目標や
課題を明確に
つかませる

わかりやすく
説明したり、思
考や理解を深
めたりする

学習内容をま
とめる際に知
識の定着を図
る

動機付け

体験の想起

モデル・手本の提示

失敗例の提示

比較、調べ学習

教員の説明・発問・指示、生徒に考えさせる写真・絵の提示

体験の代行

繰り返し

振り返り・整理振り返り

ICTを活用する場面

ICT

を
活
用
す
る
目
的

課題提示 目標の振り返り課題確認

演示できない動画の提示

わかりやすいアニメーションの提示

生徒の発表



コンテンツが重要

提
示
用
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

実物投影機などで実物や資料を拡大提示する

実物提示型コンテンツ

LANやプレゼンソフトでwebページなどを提示する

web型コンテンツ

プレゼンソフトなどで作成したコンテンツを提示する

デジタル教科書などの市販されているコンテンツを提示する

市販型コンテンツ

自作型コンテンツ





目標
評価

目標と教材・教具

単元や授業の目標
１ 基礎的・基本的な知識・技能の習得
２ 思考力・判断力・表現力等の育成
３ 主体的に学習に取り組む態度の育成

世田谷区教育要領

ICT従来の教材・教具

学力（１～３）をより伸長するため

おもしろそう、わかりやすそう



実践事例 数学

・ 教科書内の図形などを実際に動かして、思考力を育成する授業
・ 点の動き方から、法則を見つけ出し、知識・技能を身につける授業
・「生徒がICT機器を意欲的に活用したか」→ ポイントではない

「生徒の知識・技能が定着したか、思考力が高まったか」などが評価

デジタル教科書

目標
・基礎的・基本的な知識を理解する
・思考力を育成する



学び舎の取組

・学習指導案フォーマットの検討
・年間指導計画フォーマットの検討
・教科等の特性や生徒の習熟度に応じたICTの

効果的な活用の仮説、検証
・小6と中1の接続（学習内容とICT教材・活用法）
・教科担任制と学級担任制（小学校）の比較
・児童・生徒アンケート など

学び舎合同研修会
２学期：ICT研究先進校 弦巻小学校の授業公開・協議

（駒沢小学校、三軒茶屋小学校、駒沢中学校の教員が参加）

駒沢中学校では

目標
と
ICT



ICT

駒沢中学校の研究

◎指導目標を達成する工夫
・教材開発
（自作教材、小学校の教材）
・発問 、設問
・教具（ICT）
・形態

形成的評価の導入
○学習指導面の生徒理解
・習熟度やつまずきなど
・数字やABCではない
・記録と分析（ICT）

世田谷区教育要領
◎目標（単元・本時）の明確化
【内容】
・繰り返し ・発展
・言語活動

授業内容

授業方法 児童・生徒理解



評価を授業にいかす

１ 場面の検討
２ 場面に応じたICT機器を検討
３ 提示用コンテンツの収集・作成
４ 授業で，ICTを活用
５ 授業の評価・改善

ICTを活用して効果的・効率的な評価事務が
できないか



学力に与える影響の強いもの



教育評価の機能による3つの分類

●診断的評価 - 学習指導を行う前に実施し、指導を行う前の時
点での学習者の学力やレディネスを評価する。教師はこの情報
を元に指導の計画を立てる。

●形成的評価 - 学習指導の途中において実施し、それまでの指
導内容を学習者がどの程度理解したかを評価する。教師はこの
情報を元に指導の計画を変更したり、理解の足りない部分につ
いて、あるいは理解の足りない学習者に対して補充的な指導を
行う。

●総括的評価- 学習指導の終了後に行い、学習者が最終的にど
の程度の学力を身に付けたかを評価する。成績をつけるのに使
用するほか、教師が自らの指導を省みる材料としても用いるこ
とができる。

ベンジャミン・ブルーム（ｅｎ）



形成的評価

学習指導の途中において実施し、それまでの
指導内容を学習者がどの程度理解したかを評
価する。教師はこの情報を元に指導の計画を
変更したり、理解の足りない部分について、
あるいは理解の足りない学習者に対して補充
的な指導を行う。



形成的評価

児童・生徒にとって

・自分自身の習得度を知ることができる

・学習活動を調整したり、的確な復習を行
うことができる。

教員にとって

・達成度により個別対応が可能になる

・指導計画や指導方法、教材・教具などを改善で
きる。

http://kotobank.jp/word/%E6%8C%87%E5%B0%8E�


形成的評価とICT

学力の変容

指導しながら評価し、指導にいかす

定期テストや小テストは、点数だけ収集すればよいのか

個々の生徒の
課題

全体の課題

分
析

繰
り
返
し
指
導

データの保管
学習履歴



今日の授業

生徒が作業している間にワークシートを
確認して定着の状況を観察する

評価

記録をICTで管理する



目標とのつながり

●おうぎ形の弧の
長さや面積の求め
方を理解する

●展開図及びおう
ぎ形の性質や面積
の求め方を基にし
て、円錐の側面積
や表面積を求める

本時の目標 次回の目標



次回の目標



目標とのつながり

●おうぎ形の弧の
長さや面積の求め
方を理解する

●展開図及びおう
ぎ形の性質や面積
の求め方を基にし
て、円錐の側面積
や表面積を求める

本時の目標 次回の目標

☆公式を導きだし
たワークシートに
戻って復習する

ＩＣＴ 教材選定、開発



本時のまとめ

半径ｒ㎝、中心角の大きさがａ°のおうぎ形
の弧の長さをｌ㎝、面積をＳ㎝２とすると

弧の長さ ｌ＝２πｒ×

面積 Ｓ＝πｒ２ ×



小学校の学習の復習教材（小学６年上）



小学校の学習の復習教材（小学５年下）



ＳＰ表分析について

？テストの点数が同じであれば、

実力は同じだろうか。

？問題により、内容や難易度が異なるが

どのように分析すればよいだろうか。

？問題により得意、不得意、正答、誤答、

無答、ケアレスミスなど、

何を基準に判断すればよいだろうか。



ＳＰ表分析について

合理的に的確に

判断するためのツール

ＳＰ表分析



ＳＰ表分析について

＜教員にとって＞
●よい問題づくりの資料となる。
●適切な項目(問題)かどうかの振り返りができる。
●数値の裏付けがある。
●授業改善の手がかりとなる。

＜生徒にとって＞
●個別の学習診断ができる。
●個別のつまずきが確認できる。
●学習方法改善の手がかりとなる。



ＳＰ表分析について

課題を解消するコンテ
ンツの選択、開発
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